
ベクトルの定義 方向と大きさを持った量 

ベクトルの相等 方向が同じでかつ大きさが等しい 

  各成分どうしがそれぞれ等しい（成分表示の場合） 

ベクトルの大きさ 〈1〉 a
!
= x1,  y1( )のとき、 a

!
= x1

2 + y1
2  

  〈2〉 a
!
= x1,  y1,  z1( )のとき、 a

!
= x1

2 + y1
2 + z1

2  

単位ベクトル 大きさが 1のベクトル 

  a
!
の単位ベクトル 

a
!

a
!  

逆ベクトル 大きさが同じで、向きが逆向きのベクトル 

  AB
! "!!
の逆ベクトル −AB

! "!!
= BA
! "!!

 

ベクトルの実数倍 ka
!
のとき、 

⑴ a
!
と同一直線上または平行 

⑵ k > 0のとき a
!
と同じ向き 

 k < 0のとき a
!
と逆向き 

⑶大きさ  a
!
の k倍 

ベクトルの公式 〈1〉 AB
! "!!

= AC
! "!!

+CB
! "!!

 （途中で寄り道できる） 

  〈2〉 AB
! "!!

=OB
! "!!

−OA
! "!!

 （原点を使って表す場合） 

ベクトルの分点公式 線分 ABをm :nに分ける点を Pとすると 

   OP
! "!!

= nOA
! "!!

+mOB
! "!!

m + n
 

    （mn > 0のとき内分、mn < 0のとき外分） 

ベクトルの考え方 ①原点を決める（普通は与えられたベクトルの始点） 

②ベクトルの公式〈2〉を使って、求めるベクトルを原点を使って表す 

③分点公式･ベクトルの公式〈1〉を使って求める。 

※問題文の用語に注意すること。ベクトルの実数倍を使えるかどうかが決め手 

〔例〕問題文中、あるいは文意から「一直線上」という言葉が導ければ、以下の公式を使う。 

 〈1〉原点を含む場合 

  O（原点） ,  A,  Bが一直線上にある場合、 実数倍 

       OA
! "!!

= kOB
! "!!

 

 〈2〉原点を含まない場合 

  A,  P,  Bが一直線上にある場合   公式 

       OP
! "!!

= sOA
! "!!

+ tOB
! "!!

 

       ただし、 s + t =1  

  ※この但し書きが重要 

 

 


